
森林のさまざまな機能森林のさまざまな機能

特 集 ２特 集 ２
● 問合先　農山漁村整備課林務水産係（☎㉓２５９１）

私たちの私たちの森森
も りも り

林林  〜〜森森
も りも り

林林を守るために〜を守るために〜

森林を守ることは、皆さんの生命を守ることにつながります森林を守ることは、皆さんの生命を守ることにつながります

　近年、関心が高まっている持続可能な開発目標『Ｓ
エス

Ｄ
ディー

Ｇ
ジー

ｓ
ズ

』においても、森林そのものが大きな役割を果たし

ています。

　【抜　粋】
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※ＳＤＧｓとは、２０３０年までに達成すべき 17 の国際社会共通の目標です。貧困や飢餓などの問題から働きが

　いや経済成長、気候変動に至るまで、21 世紀の世界が抱える課題が包括的に挙げられています。
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井手口川ダムから見た森林井手口川ダムから見た森林

　継続的に管理された森林は、
二酸化炭素を貯め込むことで
地球温暖化を緩和します。

　豊かな森林が育んだ栄養分
を含んだ水は、川を通じて海
へ流れ、豊かな海を育みます。

　さまざまな生き物が生息して
いる森林を守ることは、生物多
様性の保全につながります。
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特　集 私たちの森林〜森林を守るために〜

森林を守る鍵は『適切な管理』

森林を取り巻く状況と『森林環境税』・『森林環境譲与税』

↑間伐が必要な森林 ↑間伐後（日光が地表まで差し込み、根張りが強くなる）

　国内の森林の約４割を占める杉やひのきなどの人工林は、『間伐作業（間引き）』が必要です。間伐をしないと、

枝葉が重なり、互いの成長を阻害して、細長い木になってしまいます。これでは、木材の価値が見込めないばかり

か、山崩れや土砂の流出などの災害の原因にもなります。また、すべての木を伐採する『皆
かいばつ

伐』も必要です。利用

可能な木を伐採し、その跡に苗木を植え、森林の保育作業（下刈り、枝打ち、間伐など）を繰り返しながら木材の

循環を図り、森林の恵みを絶やさないことが大切です。

間伐により、林内が明るくなって下草が生え、太くて丈夫な木が育つ環境を保つことができます間伐により、林内が明るくなって下草が生え、太くて丈夫な木が育つ環境を保つことができます

　さまざまな機能がある森林ですが、終戦直後や高度経済成長期の伐採跡地に造林された人工林が多く、その半数

が木材として利用可能な森林です。

　一方、これまでの長引く林業の低迷や森林所有者の世代交代などにより、森林への関心が薄れ、森林の管理が適

切に行われていない、伐採した後に植林がされていないという事態が発生しています。

　このような状況の中、平成 30 年５月に成立した『森林経営管理法』を踏まえ、国民一人一人が等しく負担を分

かち合って我が国の森林を支えるという観点から、令和６年度から国税として課税される『森林環境税』が創設さ

れました。

◆森林環境税　令和６年度から個人住民税均等割と併せて、国税として１人年額１，０００円を市町村が徴収します。

◆森林環境譲与税　国に一旦集められた森林環境税をもとに、市区町村と都道府県に譲与されます。喫緊の課題で

　ある森林整備に対応するため、森林環境税の課税に先行して令和元年度から、市町村や都道府県に対して、譲与

　が開始されています。

交付税および譲与税配付金特別会計交付税および譲与税配付金特別会計

都道府県都道府県

市町村市町村
都道府県都道府県

市町村市町村
国　税国　税

森林環境税 １，０００円／年森林環境税 １，０００円／年
（賦課徴収は市町村）（賦課徴収は市町村）

個人住民税均等割 県民税、市民税

森林環境譲与税森林環境譲与税

◆森林環境譲与税の使いみち

▷間伐（境界確定、森林作業道の整備を含む）

▷人材育成、担い手の確保

▷木材の利用促進、普及啓発　など

【令和６年度から施行】 【令和元年度から施行】
国国
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人工林人工林
7,886ha7,886ha

（63％）（63％）

天然林天然林
3,259ha3,259ha

（26％）（26％）

管理されて管理されて
いない森林いない森林

56％56％

管理されて管理されて
いる森林いる森林

44％44％

その他その他
1,369ha1,369ha

（11％）（11％）

民有林
12,514ha

【グラフ２】市内の管理状況【グラフ２】市内の管理状況

【グラフ１】民有林の面積と内訳【グラフ１】民有林の面積と内訳

『森林経営管理制度』
〜森林環境譲与税を活用した、森林整備を進めるための新たな取り組み〜

　国内の森林の半数以上は個人や会社が所有する『私有林』ですが、所有者自らが管理することが難しいため、適

切な管理が行われていない森林が増えています。

　そこで、新たに施行された『森林経営管理法』に基づき、市が所有者の委託を受け経営管理することや、所有者

と事業者の仲介役を担うことで、林業経営の効率化と森林の適正管理を推進します。

※この制度は、所有者が自主的に行う森林管理を妨げるものではありません。

森林所有者森林所有者 市市 意欲と能力があ意欲と能力があるる林業経営者林業経営者

①意向を確認

②経営管理を委託

③ｰ１
林業経営に適した森林

経営管理を再委託

③ｰ２
林業経営に適さない森林

市が管理

市の『森林経営管理制度』への取り組み

　まず、市の面積における森林が占める割合をみてみましょう。市

内の森林面積は、全体で約１万 4,034 ｈａあり、総土地面積（２万

5,525 ｈａ）の約 55％にあたります。

　また、このうち民有林（国有林を除く森林）の面積は、約１万

2,514 ｈａです。市内の民有林のうち、人工林が約６割を占めてい

ることが分かります【グラフ１】。

■ 市では、令和元年度に森林の現況把握のため、調査を実施
　調査の結果、市内の民有林の中で経営管理（下刈り、枝打ち、間

伐などの手入れ）が行われていない森林面積は、約 56％あることが

分かりました【グラフ２】。
　森林経営管理法では、森林を適切に管理する義務は、森林所有者に

あることが明記されています。その上で、市が森林所有者に経営管理

の現状や今後の管理の見通しなどについて意向調査を実施し、自身

での管理が難しく、市に委託を希望された人工林のうち、木材生産

が難しい森林（林業経営に適さない森林）については、必要に応じて、

市が間伐などの森林整備を行います。

これまでの取り組み

◇令和元年度　市内全体の現況把握、意向調査（モデル地区）

◇令和２年度　森林の管理に関する計画の作成（モデル地区）

◇令和３年度　市による間伐などの実施（モデル地区）

　　　　　　　次地区の意向調査
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私たちの森林〜森林を守るために〜特　集

森林を守るために、新
たな事業を検討し、取
り 組 ん で い き ま す。

　これまでの長引く林業の

低迷や森林所有者の世代交

代などにより、森林への関

心が薄れ、市内においても

間伐などの森林整備が進ん

でいない状況です。

　このような中、市では、『森林環境譲与税』を

活用した森林経営管理制度に基づく事業に取り組

んでおり、令和元年度は、市内の一部の森林所有

者に意向調査をしました。これにより、森林所有

者の皆さんが、森林について考える機会をつくる

ことができたのではないかと思います。今後も、

森林所有者の皆さんに意向調査票が届いた際に

は、ご協力をお願いします。

　さて、今月は、山に親しむ機会を得て、山の恩

恵に感謝する目的で制定された『山の日』があり

ます。この機会に、森林の大切さを知り、森林を

守るためにできることや森林資源の活用につい

て、皆さんで考えてみませんか。

   農山漁村整備課
林務水産係長
馬 場 芳 史

■ 家を建てようとする人は

　県産木材使用の木造住宅新築費用に 30 万円を補助し

ます。

【補助要件】

▷県認定の『県産木材地産地消の応援団』が取り扱う新築

木材住宅

▷県産木材使用率が 60％以上（構造材）かつ内装などに

10 ㎥以上　など

● 問合先　一般社団法人佐賀県木材協会

　（☎０９５２㉓６１８１）
■ 森林を所有している人は

　森林の施業や保護など、森林所有者などが策定する実

行管理計画に沿って森林施業をすると、間伐などの施業

に対し、国・県の補助を受けられます。

※森林経営は事業所に委託することもできます。

● 相談先

▷伊万里西松浦森林組合（☎㉓３３９８）

▷株式会社伊万里木材市場（☎⑳２１８３）

▷伊万里農林事務所（☎㉓６１５８）

森林施業を行う事業体にインタビュー

地域の森林を守り、災害に強い森林をつくる
林業は『やりがい』のある仕事です

伊万里西松浦森林組合

参事　池 田　孝 道　さん

　当森林組合では、伊万里市・有田町

の大切な森林を守り育てています。森

林は、水源や河川の流域を通じて、林

業はもちろん農業や漁業とも深く結びついています。し

かし、手入れ不足から荒廃した山林が多く、このまま放

置しておけば災害を引き起こす恐れがあります。このこ

とから、多くの森林所有者から施行依頼が寄せられてお

り、人材不足の現状の中『事前防災』、『減災』を考え、

少数精鋭で懸命に森林整備を行っています。

　今後も、保育間伐などの適切な森林保全と多様で健全な

森林づくりを図り、併せて「この仕事をやっていてよかっ

た」と誇りが持てる人材の育成・確保に取り組み、地域の

森林の保全と木材需要の推進拡大に取り組んでいきます。

地域の大切な森林を守り、
未来へ受け継いでいきます

東黒川林業研究グループ

会長　岩 野　末 廣　さん

　私たち東黒川林業研究グループは、

『後世に残せる山をつくろう』と平成

10 年に発足し、現在 126 人の会員で

活動しています。私たちは、林業技術や林業経営の研究・

改善を目的として、間伐作業や森林作業道作設研修、林

業先進地視察研修などに積極的に参加し、林業技術を学

んでいます。また、地域の子どもたちを対象とした木育

活動にも取り組んできました。現在、林業に携わる人が

高齢となり、後継者がいない状況ですが、地域の大切な

森林を守り未来へ受け継ぎ、子どもたちの健全な心を育

むことを活動の柱として、今後も地域の皆さんの協力を

得ながら、若い世代や子どもたちに森林への関心を高め

てもらえるよう、取り組んでいきたいと考えています。

森林を守るためにできること森林を守るためにできること
〜各種制度を紹介します〜〜各種制度を紹介します〜

地域で活動している団体にインタビュー

森・川・海のつながりや森林資源の活用について、再確認してみませんか森・川・海のつながりや森林資源の活用について、再確認してみませんか

私たちは、森林を守っています私たちは、森林を守っています
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